
洪水浸水想定区域作成条件 
 
本サイトの「洪水浸水想定区域」は、想定最大規模または計画規模の降雨により、浸水が想定される区域および水深を表示しています。 
表示している「洪水浸水想定区域」には以下の２種類の図があります。 
１．洪水浸水想定区域図：水防法の規定により指定された洪水浸水想定区域および浸水した場合に想定される水深を表示した図面です。 

洪水浸水想定区域図は指定時点の河川の河道および洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨（想定最大規模降雨）または洪水防
御に関する計画の基本となる年超過確率の降雨（計画規模降雨）に伴う洪水により、河川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測した
ものです。 
なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨および内水による氾濫等を考慮

していませんので、この洪水浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合がありま
す。 

２．水害リスク図：法指定河川以外の県管理河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域および水深（水害リスク）を表示した図面です。 
水害リスク図は公表時点の河川の河道および洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨（想定最大規模降雨）または洪水防御に関

する計画の基本となる年超過確率の降雨（計画規模降雨）に伴う洪水により、河川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測したもので
す。 
なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨および内水による氾濫等を考慮

していませんので、この水害リスク図に着色されていない区域においても浸水が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があります。 
 

洪水浸水想定区域作成における基本事項等は、各河川の洪水浸水想定区域図および水害リスク図の PDF で確認できます。 
≪洪水浸水想定区域作成における基本事項等を確認する方法は次ページを参照してください。≫ 

 
＝＝用語の説明＝＝ 
・洪水浸水想定区域（想定最大規模）：想定最大規模の降雨により、浸水が想定される区域のことです。 
・洪水浸水想定区域（計画規模）  ：計画規模の降雨により、浸水が想定される区域のことです。 
・想定最大規模降雨      ：概ね１,０００年に１度以上の確率（年超過確率 1/1,000）で発生する降雨のことです。 
・計画規模降雨        ：その河川を将来的に氾濫させないように整備する際に目標とする大雨のことです。河川の流域の大きさや、氾濫が想定される範

囲の資産状況などを考慮して定めたもので、河川毎に個別に定めています。 
・その他の用語は「用語の説明」を参照してください。 

  

https://www.pref.fukui.lg.jp/doc/kasen/sinsuisouteimikuni_d/fil/yougo.pdf


洪水浸水想定区域作成における基本事項等を確認する方法 
 
 
 

① 「表示中の河川一覧」から浸水想定区域作成における基本事項等を 
確認したい河川をクリック 

② 「洪水浸水想定区域の PDF はこちら」をクリック 

③ 洪水浸水想定区域作成における基本事項等が記載された PDFへリンク 

各河川のシミュレーション条件の 
詳細な説明等 


